
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  市民緑地契約が締結されている土地の評価          

Ｑ：都市計画区域内又は準都市計画区域内

にある市民緑地契約が締結されている土地は、

どのように評価するのですか？ 

                                              

Ａ：次のように評価します。 

【解説】 

市民緑地制度とは、主として土地等の所有

者からの申出に基づき、地方公共団体等がそ

の土地等の所有者と契約(市民緑地契約)を締

結し、その土地等に住民の利用に供する緑地

又は緑化施設(市民緑地)を設置し、これを管

理することにより、土地等の所有者が自らの

土地を住民の利用に供する緑地又は緑化施設

として提供することを支援・促進し、緑の創

出と保全を推進することを目的とした制度で

す。 

次の要件の全てを満たす市民緑地契約が締

結されている土地については、市民緑地契約

が締結されていないものとして評価した価額

から、その価額に100分の20を乗じて計算した

金額を控除して評価します。 

①都市緑地法第55条第1項に規定する市民緑

地であること 

②土地所有者と地方公共団体又は緑地管理機

構との市民緑地契約に次の事項が定められて

いること  

ｲ.貸付けの期間が20年以上であること 

ﾛ.正当な事由がない限り貸付けを更新する

こと 

ﾊ.土地所有者は、貸付けの期間の中途にお

いて正当な事由がない限り土地の返還を

求めることはできないこと 
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